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道関 京子
＜主著＞　「失語症のリハビリテーション 全体構造法のすべて」「全体構造法で取り組む 失語症の在宅リハビリ」　
　　　　　「新版 失語症のリハビリテーション 全体構造法 基本編・応用編」医歯薬出版刊

虎ノ門病院

JTビル

アメリカ大使館

ホテルオークラ
虎ノ門
ツインビル

特許庁

霞ヶ関ビル

三井ビル

ニッショーホール

18森ビル
虎ノ門2丁目タワー

文部科学省
合同庁舎

TOTO

三菱東京
　UFJ銀行

虎ノ門二丁目バス停

銀座線虎ノ門3番出口

発明会館ホール

●●●

●●●

●●●

●●●

金刀比羅宮

2017年1月21日(土)・22日(日）

( 東京都港区虎ノ門2-9-14）

18,000円 ( 2 日 間 ）

「修了証」をご希望の方は 500 円プラスとなります。

※2 名以上でのお申込み 17,000 円

会 場　 発明会館ホール

■東京メトロ　銀座線「虎ノ門駅」3 番出口　徒歩 2 分
                     日比谷線　「神谷町駅」　　4 番出口　徒歩 6 分
                     千代田線　「霞が関駅」A13 番出口　徒歩 10 分

　国治研セミナー「全体構造法による失語症リハビリテーション」も今回で５回目となります。多くの関係者に関心を
持っていただけることは、真に科学的な言語治療で貢献したいと願う仲間が多いことであり、とても心強く感じています。
　現在は個々人の洞察力や技量より，マニュアルにそった検査や施行のみが良しとされる傾向です。そのマニュアルの結果
がまったく対象者の改善に寄与できなくても、疑問も持たず粛々とやっていくことが推奨されています。けれども、人間の
脳症状の改善を、「単純な刺激—反応」や「ドリル反復」などにお任せすることこそ、心ある臨床家は何かおかしいと
気づいているのではないでしょうか。
　全体構造法は、人間が ( 再 ) 獲得する言語とは何か、言語の何を獲得すれば良いのか、どのように獲得すべきかに対し、

「聞き・話す」その人の自己 ( 受容 ) 感覚を基軸に考えていく道筋で答えを出してきました。自己受容感覚とは神経心理学で
いわれる自己の身体図式であり、意識ある脳が行なう高次な脳機能発展の最重要で基本的な機能系です。
　全体構造法は「法」となっているため、ある種のテクニックと受け取られるかもしれません。しかし、本法は人間の脳が
もっとも自然に高次脳機能である言語を ( 再 ) 構築していく方法を、自ら気づく、すなわち知覚の構造化から探求してきた
体系なのです。決して HOW-TO 的な技法ではありません。ですから他の訓練法を全面否定しているものでもありません。
本法の技法の一部は一見、他の方法と似ているものも当然あります。違いは、ご本人が自ら能動的に知覚できるように
目的が異なっているだけです。すなわち本法の技法の特徴は、教えたり指導したりするためのものではなく、言語障害の
ある方自身が自らの力で必要な言語要素に気づき、構造化していけるように援助するものです。
　このように人間の高次脳機能獲得の自然な道筋を探求した方法であるため、全体構造法は現在、失語症のみならず認知症、
発達障害、吃音などにも広く活用され、またさまざまな合併症があっても成果を出せてきました。
　セミナーでは、本法の基本から具体的な手段まで盛り込み、実際の臨床場面を見ながら、手技や改善変化の推移を紹介
します。さらに今回は、本法が高次脳機能の成立の本質を軸にした研究であるため、認知症の問題に対応できる唯一の
ST 方法として、その紹介セッションを設けました。認知症へのアプローチの根拠、試作プログラムとその成果まで、
踏み込んだ意義ある内容を計画しています。
　全体構造法に興味のある方、科学的な言語治療を探求されている方々にご参加いただけることを願っています。
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 全体構造法による失語症リハビリテーション

受講料　

 

 全体構造法による失語症リハビリテーション

～認知症適応への可能性～

＜敬称略＞

今井田 さおり  鈴木 勝
（名古屋共立病院）（岩砂病院・岩砂マタニティ）

遠藤 みき
（焼津市立総合病院）

畠山 尚文
（八雲総合病院）



三菱東京
　UFJ銀行

受講料お振込先
●申込方法︓ ホームページhttp://www.iiet.co.jpの申込みページから、
                 または、本紙申込書にご記入のうえ、FAXにてお申込みください。
●受講料︓ 18,000円（修了証含18,500円）
　           ※2名以上でのお申込み 17,000円（修了証含17,500円）
　・お申込後7日以内に受講料のお振込をお願いします。
　・ご入金確認の通知はいたしませんので、予めご了承をお願いいたします。
　・開催日の２週間前より、お申込み代表者の方に「受講票」と「当日のご案内」を
　　お送りいたします。
●定員︓ 250名（定員になり次第締め切らせていただきます）
　　　※残席状況は、ホームページにてご案内いたします。
●キャンセルについて︓(必ずご連絡をお願いいたします）
１．セミナー15日前まで : 振込手数料を差引いて受講料の全額を返金いたします。
２．セミナー14日前から8日前まで : キャンセル事務手数料として10,000円頂戴いたします。
３．セミナー7日前から当日︓ 受講料の全額を頂戴いたします。但し、その場合は後日テキスト集を送付させていただきます。
４．天災、地変、不慮の事故など、不可抗力により開催されない場合、返金をご容赦いただく事もありますのでご了承ください。

第 158 回国治研セミナープログラム

※お振込の際には、お申込者の
　お名前を必ずご記名ください。
※お振込手数料は、ご負担を
　お願いします。

8051836

受講料お振込先

※プログラムは変更することもございますので予めご了承ください

1 月 21 日（土） 1 月 22 日 （日）第 1 日目 第 2 日目

9︓00 ～ 9︓30　　  受付・開場
9︓30 ～ 11︓00　　「総論」　 
    　　道関 京子 先生
11︓10 ～ 12︓10 「となえうた」 
    　　鈴木　勝 先生

（昼食休憩 60 分）
13︓10 ～ 14︓10　 「身体リズム運動」　　
    　　道関 京子  先生
14︓20 ～ 15︓20　 「不連続刺激」　
    　　今井田 さおり 先生
15︓30 ～ 16︓30　  質疑応答

9︓00 ～   開場
9︓30 ～ 10︓30　   「ウェルニッケ失語症例提示」
     遠藤 みき 先生
10︓40 ～ 11︓40    「ブローカ失語症例提示」　
    　 道関 京子 先生

（昼食休憩 80 分）
13︓00 ～ 14︓00 　「認知症に対する
　　　　　　　　　　　全体構造法の取り組み」
　　　　　　　　　   道関 京子 先生
14︓10 ～ 15︓10　 「認知症症例提示」
     鈴木 勝 先生・畠山 尚文 先生
15︓20 ～ 16︓20  質疑応答 　
16︓20   閉会

フリガナ

名前

TEL 携帯 修了証の発行
（手数料500円） □要□不要

勤務先名 E-Mail

フリガナ

名前

TEL 携帯 修了証の発行
（手数料500円） □要□不要

勤務先名 E-Mail

　今回のセミナーを何で知りましたか︖　□DM（チラシ）□DM(メール） □ホームページ □知人の紹介 □雑誌（　　　　　　） □その他（　　　　 　　)

　お申込み人数　計　　　　　名　代表者名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）  ※2名以上でのお申込みは、本紙をコピーしてお使いください

FAX

職業

男
・
女

（受講票の送付先）　□自宅　□勤務先
〒　　　　　－　　　

　　　月　　　日に（　　　　　　　　）銀行から（￥　　　　　　　　　）振込み予定　/　振込人名義（　　　　　　　　　　　）　

　今回のセミナーを何で知りましたか︖　□DM（チラシ）□DM(メール） □ホームページ □知人の紹介 □雑誌（　　　　　　） □その他（　　　　 　　)

FAX

職業

男
・
女

（受講票の送付先）　□自宅　□勤務先
〒　　　　　－　　　

FAX TO 03-3436-5808　　《第 158 回国治研セミナー受講申込書》

（焼津市立総合病院）

畠山 尚文
（八雲総合病院）


